
ページを
めくって
答を探そう‼

「三陸沖には、親潮の水
と、黒潮の水と、何とい
う海流の水が流れてき
ているの
かな ?」

メーユの
クイズにチャレンジ

宮古湾で「花見かき」の養殖をする山根幸伸さん
（本文14ページ「街歩き」に登場します）

豊かな海へ  科学の力で
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特別な食材であるアワビ
　昔から様々な魚介類を食べてきた日本人で
すが、中でもアワビ（鮑）は特に大切にされ
てきた食材の一つと言えるでしょう。「伊勢
の海人の　朝な夕なに　潜くといふ　鮑の貝
の片思にして」という歌が万葉集に収録され
ており、平安時代にはアワビ漁業が営まれて
いたことを示しています。青森県の浜尻屋貝
塚は、アワビの貝殻が大量に出土する中世
のアワビ加工場の遺跡で、東北地方で昔か
ら干アワビ作りが一つの産業であったことが
わかります。また、アワビを加工してできる
熨
の し あ わ び

斗鮑は、寿命を延ばす（のす）・敵を“のし”
倒すに通じることから縁起物として扱われ、
お祝いの贈答に用いる熨斗の原型となって
います。アワビは現代でも高級食材ですが、
昔から特別な食材であったわけです。

アワビは巻貝？ それとも二枚貝？
　先ほどの万葉集の歌に“鮑の貝の片思”とい
う言葉があります。昔の人がアワビを二枚貝
の一種と考えて「普通の二枚貝ならば貝殻が
二つ合わさっているのにアワビはもう片方の
貝殻がない。相手の気持ちと合わさることの
ない片思いの恋のようだ」と例えたものです。
アワビにしてみれば、人間の勝手なセンチメ
ントで片思いの代名詞みたいにされて迷惑で
はないかと思うのですが、そもそもアワビは
二枚貝ではありません。アワビは二枚貝のよ
うな平たい貝殻を持っていますが、殻の頂点
から貝殻が巻きながら伸びる巻貝の仲間です。

巻貝は“軟
なんたいどうぶつもんふくそくもう

体動物門腹足網”に属する生物のこ
とを指しますが、“腹足”というのは簡単に言

うとお腹のところにある足ということで、アワ
ビを裏返して見える平たい部分は全部アワビ
の足です。なお、二枚貝の仲間の“足”はアサ
リのいわゆる“ベロ”の部分で、オノのような形
ということで“斧足”と言います。巻貝であるア
ワビの足と形が全然違いますよね。

“アワビ”という名前の貝はいない？
　さて、ここまで単に“アワビ”と呼んできま
したが、“アワビ”という種名の貝は実は存在
しません。“アワビ”というのはミミガイ科と
いう巻貝のグループに属する貝の総称で、一
般的には、その中で食用の大型種を“アワビ”
と呼んでいます。日本に生息する“アワビ”は、
黒潮や対馬海流の影響下にある沿岸に生息
する、暖流系アワビ類のクロアワビ、メガイ
アワビおよびマダカアワビ、そして親潮やリ
マン海流の影響下にある東北地方と、北海
道の沿岸に生息するエゾアワビの4種です。
ですから万葉集の歌で、伊勢（現在の三重県）
の海人が獲っていたのは暖流系アワビ類3種
のどれかでしょうし、青森県の浜尻屋貝塚か
ら出土するアワビはエゾアワビということに
なります。

アワビがおとなになるまでの生活史
　生息する海域に加えて、好む水深帯や行
動パターンなどが異なる4種類の“アワビ”で
すが、生まれてからおとなになるまでの、大
まかな生活史は同じです。卵から生まれた“浮
遊幼生”は数日間〜 2週間くらい海中を漂っ
たのち、“ 無節サンゴモ”というピンク色の海
藻に着底します。この時点でアワビの大きさ
は0.3mmくらいと非常に小さく、無節サンゴ
モの上で3 〜 4cm程度になるまで生活してい

ます。この成長段階のアワビは、周囲の無節
サンゴモと同じようなピンク色の貝殻をして
います。きれいなピンク色の貝殻は、無節サ
ンゴモの上で生活している期間に特有なもの
であり、捕食者の目をだます “迷彩色”の貝
殻を持っているわけです（写真参照）。

　さて、小さなアワビは無節サンゴモの上で
付
ふちゃくけいそう

着珪藻という微小な藻類や、海藻の芽を
食べながら成長していきますが、3 〜 4cmく
らいになるとそのような小さな餌では足りな
くなり、餌となるアラメやコンブなどの大型
海藻が茂る場所へ移動していきます。小さな
時に成長する場所である無節サンゴモ場と、
大きく成長したときに成長する大型海藻の群
落の両方がバランスよく共存する環境が、ア
ワビにとって好ましいと言えるでしょう。

アワビを通して岩礁生態系を解き明かす
　数 mm から数cm 程度という小さな時期の
生態についてはまだわかっていないことも数
多くありますが、アワビの生活史の解明には、
特にエゾアワビに関する研究成果が大きな
役割を果たしてきました。また、アワビの生
態を解明するため、海藻類やウニ類などの他
の生物とアワビとの関係を調べることは、岩
礁の生態系に属する様々な生物の生態を解
明することにもつながります。我々は、震災
後のエゾアワビ資源の回復過程を調査してい
くと共に、人間にも豊な恵みをもたらす岩礁
生態系の機能や構造を、エゾアワビを通して
明らかにしようとしています。アワビは食材と
してだけでなく、三陸沿岸をはじめとする沿
岸域の研究にとっても重要な存在であり続け
るでしょう。

サケにウニ、ワカメやホヤなど様々な三陸名産の海産物。
今回は、日本の食文化と密接な関連を持った食材である、
アワビのお話です。

東京大学大気海洋研究所 助教  早川 淳

海底の岩にくっつくエゾアワビ（大槌湾）

アワビの貝殻の頂点

エゾアワビの足（腹足）  写真のどこかにエゾアワビの稚貝が？ （正解は写真中央）

アワビ
生き物図鑑
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漁場環境の変化プロセスの解明
課題 1

海洋生態系変動メカニズムの解明
課題 2

東北マリンサイエンス拠点データ
共有・公開機能の整備・運用 課題 4

沖合底層生態系変動メカニズムの解明
課題 3

東北マリンサイエンス拠点形成事業（TEAMS）
—海洋生態系の調査研究— について

プロジェグランメーユとは

文部科学省の支援を受けて2012年1月に開始されたこの事業は、東北大学、東京大学大気海洋研究
所、海洋研究開発機構が連携し、地震と津波で被害を受けた東北沿岸域の科学的な調査を10年間にわ
たって行うものです。調査研究を通じて漁業の復興に貢献することを目指しています。TEAMSはその
英語名称（Tohoku Ecosystem-Associated Marine Sciences）の略称です。

　東京大学大気海洋研究所では、TEAMS 東大グループの
愛称を「プロジェグランメーユ」と名付けました。岩手県
大槌町にある「国際沿岸海洋研究センター」を研究拠点とし、
震災後に建造された調査船「グランメーユ」にちなんでい
ます。　※グランメーユとは仏語で大きな木槌の意。

　TEAMS において 「海洋生態系変動メカニズムの解明」を
大課題とし、震災が沿岸生態系や生物資源に及ぼした影響と
その回復過程を科学的に解明し、持続的観測とモデリング
を行っています。それと共に、地域、さらには世界に開か
れた新たな海洋研究を展開していくことを目指しています。

本冊子は東北マリンサイエンス拠点形成事業における広報の
一環としてプロジェグランメーユが発行するものです。

メーユ通信 第3号 2015 夏
発行日／2015年7月1日
発行／東京大学大気海洋研究所（プロジェグランメーユ事務局）

○企画・編集／木暮一啓（編集長）佐藤克文（編集委員）渡部寿賀子（編集委員・イラス
トレーション） ○外部制作スタッフ／塚本丹(ディレクター) 北島章子(ライター) 田村公生
(カメラマン)  佐藤信之(デザイナー)

〒277-8564　千葉県柏市柏の葉 5-1- 5　東京大学大気海洋研究所・プロジェグランメーユ事務局
電話：04-7136-6407　E-mail： teams@aori.u-tokyo.ac.jp  URL： http://teams.aori.u-tokyo.ac.jp/

プロジェグランメーユのキャラクター紹介「こんにちは メーユです!」

○�チャームポイント：カモメのヘアピン
○�好きな食べ物：新巻鮭
○�特徴：ハート型の葉っぱの手で光合成をする

みなさんにプロジェグランメーユをご案内する広報大使のメーユをご紹介します。
メーユはひょうたんの形をした不思議な生き物です。
サイエンスのことはあまり知らないので、博士たちに何でも
質問します。三陸沿岸の町や人々についても、みなさんと
一緒に勉強していきます。よろしくおねがいします。

メーユのお友達

プロジェグランメーユ  URL: http://teams.aori.u-tokyo.ac.jp/
活動内容や研究成果はウェブサイトからもご覧いただけます。

東北マリンサイエンス拠点形成事業公式ウェブサイト  URL: http://www.i-teams.jp/

プロジェグランメーユ
の中でも、研究テーマご
との班にわかれて調査

しています。



海
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
に
行
く
の
か
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水
が
運
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

　
地
上
に
風
が
吹
き
、
雨
が
降
り
、
気
温
が
変
わ
れ
ば
動
植
物
が
影
響
を
受
け
る
の
と
同
様
に
、
深
く
て
広
い
海
の
中

で
も
海
水
が
め
ぐ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
気
観
測
と
く
ら
べ
る
と
、
海
中
は
人
が

近
づ
き
に
く
い
た
め
、
調
べ
る
の
に
は
困
難
が
伴
い
ま
す
。

　
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
の
田
中
潔
准
教
授
は
、
三
陸
沿
岸
で
海
の
水
が
ど
う
動
き
、
な
に
を
運
び
、
な
に
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
集
中
観
測
に
よ
っ
て
、
湾
内
の
不
思
議
な
海
水
の

動
き
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
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特　集

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター 沿岸生態分野
田中 潔  准教授
研究分野 海洋物理学、海洋力学。三陸沿岸域や太平洋、南
極まで、さまざまな海域の海流の実態（海の水はどこから
来てどこに行くのか？どれくらいの量が流れているのか？
など）を、海洋観測、数値シュレーション、流体力学理論
など多様な研究手法を駆使して調べている。大阪府出身。
個人サイト：http://www.icrc.aori.u-tokyo.ac.jp/
member/ktanaka/index.html

養殖筏（広田湾）

観音様に見守られ、いざ調査へ（釜石湾）

春
の
冷
水
が
も
た
ら
す
災
い
と
幸
い

　

今
年
三
月
、
冷
た
い
水
が
沖
か
ら
三
陸
の
湾
に
寄
せ
て
き

ま
し
た
。
大
槌
湾
と
釜
石
湾
の
あ
い
だ
に
あ
る
両
石
湾
で
、

ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
漁
、
ホ
タ
テ
や
ワ
カ
メ
の
養
殖
を
し
て
い
る

三
浦
憲
男
さ
ん
は
、
海
水
温
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
三
月
く
ら
い
に
水
温
が
下
が
る
ん
だ
け
れ
ど
、
今

年
は
三
度
く
ら
い
ま
で
下
が
っ
た
か
。
冷
水
帯
が
い
つ
ま
で

も
湾
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
、
養
殖
の
ワ
カ
メ
が
変
色
し

て
し
ま
っ
て
売
り
物
に
な
ら
な
く
な
る
の
で
心
配
し
た
ん
だ

け
ど
、
冷
水
が
離
れ
る
の
が
思
い
の
ほ
か
早
か
っ
た
の
で
、

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
っ
た
よ
」

　

春
に
や
っ
て
く
る
冷
水
は
、
悪
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
良

い
こ
と
も
も
た
ら
し
ま
す
。

「
冷
水
帯
が
岸
ま
で
く
る
と
、
天
然
の
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
が

よ
く
岩
に
つ
く
ん
だ
。
す
る
と
、
そ
れ
を
食
べ
る
ウ
ニ
や
コ

ン
ブ
も
よ
く
育
つ
ん
だ
な
」
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海
流
は
、
暖
か
い
水
、
冷
た
い
水
、
栄
養
、
生
き
も
の
な

ど
を
運
ん
で
き
ま
す
。
栄
養
の
あ
る
海
で
は
、
生
き
も
の
が

よ
く
育
ち
ま
す
。
三
陸
の
湾
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
養
殖

は
、
無
給
餌
養
殖
と
い
っ
て
、
エ
サ
や
栄
養
を
人
が
与
え
る

の
で
な
く
、
海
の
持
つ
豊
か
さ
に
頼
る
も
の
で
す
。

　

漁
業
者
に
と
っ
て
、
海
水
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の

か
を
知
る
こ
と
は
重
要
に
な
り
ま
す
。
三
浦
さ
ん
は
携
帯
電

話
で
、水
温
、P
H
、栄
養
塩
な
ど
の
デ
ー
タ
を
得
て
い
ま
す
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
世
代
は
『
○
○
の
鳥
が
鳴
け
ば
北
風

が
吹
く
』
と
い
う
よ
う
に
、
風
や
雲
や
生
き
も
の
の
様
子

で
い
ろ
い
ろ
な
自
然
の
変
化
を
当
て
ら
れ
た
。
今
は
冷
水

帯
く
ら
い
な
ら
、
近
く
に
行
け
ば
『
冷
た
い
』
と
い
う
の

が
な
ん
と
な
く
わ
か
る
け
れ
ど
、
も
う
デ
ー
タ
の
数
字
が

頼
り
だ
な
」

海
の
生
き
も
の
は
流
れ
で
変
わ
る

　

三
陸
沖
は
、複
数
の
海
流
が
混
ざ
り
あ
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

北
の
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
千
島
列
島

の
方
か
ら
く
る
寒
流
・
親
潮
は
、
冷
た
く
て
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
に
よ
る
栄
養
豊
富
な
海
流
で
す
。
南
か
ら
き
て
日
本
の

南
岸
を
流
れ
る
暖
流
・
黒
潮
は
透
明
度
が
高
く
、
そ
の
名
の

通
り
に
青
黒
く
見
え
る
、
流
れ
の
速
い
海
流
で
す
。
黒
潮
か

ら
分
か
れ
て
日
本
海
側
を
北
上
す
る
対
馬
暖
流
が
、
さ
ら
に

津
軽
海
峡
を
抜
け
て
岸
に
沿
っ
て
南
下
す
る
流
れ
が
津
軽
暖

流
で
す
。
親
潮
、
黒
潮
、
津
軽
暖
流
の
三
つ
の
海
水
が
、
三

陸
沖
で
ぶ
つ
か
っ
て
勢
力
争
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

暖
か
い
水
と
冷
た
い
水
が
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
を
、
天
気
と

同
じ
よ
う
に
「
前
線
」
と
言
い
ま
す
。
前
線
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
、
上
昇
流
と
下
降
流
が
で
き
ま
す
。
上
昇
流
の
と
こ
ろ

で
は
海
底
近
く
の
栄
養
分
が
巻
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
下
降
流

の
と
こ
ろ
で
は
海
に
浮
か
ん
で
い
る
小
さ
い
生
き
物
や
植
物

が
集
ま
っ
て
き
た
り
す
る
の
で
、
多
様
な
前
線
が
あ
る
三
陸

沖
は
豊
か
な
海
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
季
節
が
変
わ
る
ご
と
に
海
流
が
入
れ
替
わ
り
、

次
々
と
違
う
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

春
は
、
親
潮
が
南
へ
お
り
て
き
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
氷

水
も
含
ん
で
い
て
、
三
、
四
月
に
は
五
度
を
下
回
る
水
が
流

れ
込
み
、
冷
た
い
海
を
好
む
サ
ケ
や
マ
ス
が
、
エ
サ
を
求
め

て
沿
岸
域
ま
で
回
遊
し
て
く
る
の
で
す
。

　

夏
に
な
る
と
、
親
潮
は
北
に
戻
り
、
黒
潮
系
の
海
水
が
勢

力
を
伸
ば
し
ま
す
。
水
温
は
二
〇
度
を
超
え
、
黒
潮
を
回
遊

し
て
い
る
ス
ル
メ
イ
カ
、
ヒ
ラ
マ
サ
、
マ
ン
ボ
ウ
、
サ
バ
、

ア
ジ
、
マ
グ
ロ
な
ど
多
彩
な
魚
が
主
役
に
代
わ
り
ま
す
。

　

海
水
温
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
の
が
九
月
で
、
二
〇
度
を

超
え
て
き
ま
す
が
、
そ
の
後
は
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。
秋

は
、
北
上
し
て
い
た
魚
が
南
下
し
て
き
ま
す
。
脂
が
の
っ
た

戻
り
鰹
、
一
〇
～
二
〇
度
を
好
む
サ
ン
マ
で
す
。
そ
し
て
、

川
で
生
ま
れ
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
や
ア
ラ
ス
カ
海
へ
い
っ
て
大

き
く
な
っ
た
サ
ケ
が
、
十
一
月
ご
ろ
か
ら
故
郷
の
三
陸
の
川

に
産
卵
の
た
め
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

冬
は
、
親
潮
の
勢
力
が
増
し
、
南
下
し
て
く
る
の
で
、
冷

た
い
水
を
好
む
ケ
ガ
ニ
、
タ
ラ
の
仲
間
が
よ
く
獲
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
オ
オ
カ
ミ
ウ
オ
も
沿
岸
に
現
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
海
流
の
変
化
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
の
後
も
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ー
タ
を
集
め
て
海
中
の
謎
を
探
る

　

三
浦
さ
ん
が
話
し
て
い
た
、
三
月
に
き
た
冷
水
帯
は
、
沖

か
ら
湾
の
中
に
入
り
こ
ん
だ
親
潮
の
水
で
す
。
湾
内
で
は
、

ど
の
よ
う
に
海
の
水
は
動
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

を
調
べ
て
い
る
の
が
、
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
の
田
中

図 1 観測研究を重点的に実施している海

調査のため漁師さんに傭船をお願いする（広田湾）

　水産施設が多数敷設されている三陸沿岸では、地元の漁業協同組合や
漁師さんの協力なくして観測はできません。田中准教授のグループは、漁
業協同組合や岩手県水産技術センター、岩手県水産部などと連携して観
測計画を立てたり、情報交換を行っています。
　お話にご登場いただいた三浦憲男さんは釜石東部漁協所属の漁師さん
で、大気海洋研究所の佐藤克文教授が2004年に三貫島でオオミズナギ
ドリの調査を始めて以来、毎回船で島に渡していただいています。
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潔
准
教
授
で
す
。

　

田
中
准
教
授
の
専
門
は
海
洋
物
理
、
海
水
の
流
れ
を
研
究

し
て
ま
す
。
海
水
が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
い
く
の
か
。

早
い
の
か
、
遅
い
の
か
。
酸
素
や
栄
養
な
ど
、
ど
ん
な
も
の

を
運
ん
で
い
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
湾
で
あ
る
大
槌
湾
、
湾
口

防
波
堤
を
建
築
中
の
釜
石
湾
、
南
東
に
開
い
て
い
る
広
田

湾
と
、
そ
の
沖
合
を
重
点
的
に
観
測
を
し
て
い
ま
す
（
図

1
）
。
特
に
湾
内
で
は
年
に
数
回
、
小
型
船
に
乗
っ
て
船
の

上
か
ら
、
A
D
C
P
と
い
う
計
測
機
器
を
使
っ
て
海
流
の
速

さ
や
向
き
を
計
っ
た
り
、
C
T
D
と
い
う
機
器
を
使
っ
て
水

温
や
塩
分
を
計
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
計
測
機
器

も
、
海
面
か
ら
海
底
付
近
ま
で
の
様
子
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

船
で
観
測
地
点
へ
行
き
、
浅
い
場
所
で
は
人
力
で
、
深
い

と
こ
ろ
で
は
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
船
か
ら
海
底
に
計
測
機

器
を
下
ろ
し
て
い
き
ま
す
。
湾
内
の
観
測
地
点
は
、
一
日
に

で
き
る
だ
け
早
く
ま
わ
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で

な
い
と
、
潮
が
変
わ
っ
て
同
じ
条
件
下
の
デ
ー
タ
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

ま
た
、
船
を
だ
さ
な
く
と

も
、
つ
ね
に
海
流
の
変
化
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
槌
湾

で
は
、
常
時
監
視
型
の
流
速
計
や
水
温
計
、
波
浪
計
、
栄
養

塩
計
な
ど
も
海
中
や
海
底
に
設
置
中
で
す
。

湾
内
で
起
き
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化

　

こ
う
し
た
調
査
を
三
年
間
続
け
て
、
最
近
、
晩
春
か
ら
初

秋
の
大
槌
湾
の
海
流
が
、
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

図
２
は
、大
槌
湾
の
水
の
動
き
を
記
し
た
も
の
で
す
。
一

番
上
の
緑
色
の
矢
印
は
、
鵜
住
居
川
、
大
槌
川
、
小
鎚
川
な

ど
の
川
の
水
と
海
水
が
混
じ
っ
た
水
で
、
塩
分
が
薄
い
た
め

に
表
面
に
浮
か
ん
だ
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
層
に
な
っ
て
い

ま
す
。
赤
い
矢
印
は
太
陽
で
あ
た
た
め
ら
れ
た
暖
か
い
海
水

の
層
、
青
い
矢
印
は
冷
た
い
海
水
の
層
で
、
い
ず
れ
も
一
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
の
厚
み
が
あ
り
ま
す
。
物
理
の
法
則
に
従
っ

て
、
暖
か
い
水
の
層
は
軽
い
の
で
上
に
浮
き
、
冷
た
い
水
の

層
は
重
い
の
で
下
に
沈
ん
で
い
ま
す
。

　

赤
い
層
が
沖
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
と
き
、
青
い
層
は

湾
奥
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
す
（
Ａ
）
。
そ
れ
が
六
～

海象観測筏（水温プロファイル計・大槌湾）
大槌湾では様々な自動観測機器を用いて、海洋環境のモニタリングを
実施。得られたデータはウェブ上でリアルタイム配信されている

CTD（conductivity temperature depth）
深さ10cm刻みごとに、水温や塩分を計ること
ができる

ADCP（acoustic Doppler current profiler）
海の中に超音波を発射して、海の塵や生き物
にあたって戻ってくる反射波を解析し、海水の
流速（向きと速さ）を計る

湾内の海流は三階建て構造（三層構造）となっていて、1階の流れ（青色の矢印）
と2階の流れ（赤色の矢印）は6〜12時間毎に交替して現れる。

図 2 晩春から初秋にかけての大槌湾内の海流の様子

（B） （A）
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一
二
時
間
も
す
る
と
、
赤
が
湾
奥
に
向
か
っ
て
、
青
は
沖

に
向
か
っ
て
と
、
流
れ
の
向
き
が
逆
転
し
ま
す（
Ｂ
）。
流
れ

は
、
早
い
と
き
で
は
秒
速
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
通
常
で

も
秒
速
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
か
な
り
の
速
さ
で
動
い

て
い
ま
す
。

　

大
槌
湾
の
海
中
全
体
で
、そ
ん
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が

く
り
返
し
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。こ
う
し
た
海
流
の
変
化

は
、物
理
学
の
理
論
か
ら
考
え
る
と
、潮
の
満
ち
引
き
、大
陸

棚
や
日
本
海
溝
と
い
っ
た
海
底
の
地
形
が
影
響
し
あ
っ
て
起

き
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
三
陸
沿
岸
の
広
田
湾
で
も

湾
内
に
三
層
構
造
は
作
ら
れ
ま
す
が
、大
槌
湾
ほ
ど
湾
内
全

域
に
及
ぶ
よ
う
な
組
織
的
な
流
れ
は
な
い
よ
う
で
、湾
の
大

き
さ
や
海
底
地
形
の
違
い
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
た
に
わ
か
っ
た
水
の
動
き
を
糸
口
に

「
海
の
中
の
上
下
で
流
れ
の
向
き
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
、

大
槌
の
漁
師
さ
ん
た
ち
は
、
体
験
的
に
知
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
」
と
、
田
中
准
教
授
は
語
っ
て
い
ま
す
。
養
殖
イ
カ
ダ

を
入
れ
る
と
上
半
分
と
下
半
分
が
逆
の
方
向
に
引
っ
張
ら

れ
、
し
か
も
時
間
が
た
つ
と
引
っ
張
ら
れ
る
方
向
が
逆
向
き

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
カ
ダ
を
海
に
つ
な
ぎ
止
め
る

ロ
ー
プ
が
傷
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

の
現
象
は
、
漁
師
の
言
葉
で
、
『
二
重
潮
（
ふ
た
え
じ
お
・

に
じ
ゅ
う
ち
ょ
う
）
』
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
る
地
点
の
上
層
下
層
で
、逆
向
き
の
海
流
が
流
れ
て
い

る
こ
と
は
以
前
か
ら
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
が
湾
全
体

で
組
織
的
に
こ
ん
な
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
起
き
て
い
て
い

る
こ
と
が
、今
回
の
研
究
で
科
学
的
に
裏
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
と
き
ど
き
漁
師
さ
ん
か
ら
『
深
い
と
こ
ろ
で
外
か

ら
き
た
水
は
、
湾
の
奥
ま
で
行
っ
て
い
る
の
？
』
と
聞
か
れ

ま
す
。
今
ま
で
は
そ
う
し
た
質
問
に
答
え
ら
れ
る
科
学
的
証

海
流
を
利
用
す
る
海
の
生
き
も
の

�

青
山 

潤

サ
ケ
の
稚
魚
が
一
斉
に
い
な
く
な
っ
た

　

昨
年
、
我
々
は
サ
ケ
稚
魚
の
分
布
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
大

槌
湾
の
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
で
定
期
的
な
観
察
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
四
月
以
降
、
漁
港
な
ど
を
中
心
に
真
っ
黒
に
見
え

る
ほ
ど
の
群
れ
を
継
続
的
に
確
認
し
て
い
た
の
で
す
が
、
不
思

議
な
こ
と
に
五
月
一
九
日
を
境
に
湾
内
か
ら
一
斉
に
サ
ケ
の
姿

が
消
え
た
の
で
す
。

　

一
晩
の
う
ち
に
一
体
何
が
起
き
た
の
か
。
サ
ケ
だ
け
を
見
て

い
て
は
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
時
に
行

わ
れ
て
い
た
田
中
さ
ん
の
観
測
は
、
サ
ケ
稚
魚
の
消
え
た
ま
さ

に
そ
の
時
、
そ
れ
ま
で
冷
た
い
海
水
で
満
た
さ
れ
て
い
た
大
槌

湾
に
、
二°
Ｃ
以
上
も
暖
か
い
暖
流
水
が
流
れ
込
ん
で
き
た
こ

と
を
詳
細
に
捉
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
沖
合
に
は
黒
潮
と

津
軽
暖
流
に
由
来
す
る
暖
水
が
近
づ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
そ
れ
ま
で
北
よ
り
だ
っ
た
風
が
五
月
一
九
日
に
東
南
東
に

変
わ
り
、
沖
合
の
暖
水
を
一
気
に
大
槌
湾
へ
運
ん
だ
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
大
槌
湾
内
に
い
た
サ
ケ
稚
魚
は
、
わ
ず
か
数
時
間

の
間
に
急
激
な
水
温
上
昇
に
晒
さ
れ
、
湾
外
へ
移
動
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
現
象
は
大
槌
湾
で
特
に

強
く
現
れ
、
近
隣
の
山
田
湾
や
越
喜
来
湾
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
大

槌
湾
以
外
の
サ
ケ
稚
魚
に
関
す
る
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海

の
物
理
的
な
環
境
が
生
物
の
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一

例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
般
に
三
陸
沿
岸
の
サ
ケ
稚
魚
は
、

春
先
に
接
岸
す
る
親
潮
系
水
に
依
存
し
て
成
長
し
、
外
洋
へ
向

か
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
我
々
の
観
察
は
特

異
な
現
象
で
、
こ
の
後
の
サ
ケ
稚
魚
が
ど
う
な
っ
た
の
か
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。

海
流
は
生
き
も
の
を
運
ぶ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

　

サ
ケ
を
含
む
多
く
の
海
洋
生
物
は
、
物
理
環
境
を
積
極
的
に

利
用
し
た
生
活
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地
球
規
模
で
の
大

回
遊
を
行
う
生
物
で
は
、
海
流
抜
き
に
そ
の
生
活
史
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
サ
ケ
と
は
逆
に
川
で
成
長
し
て
、
海
で

産
卵
す
る
ウ
ナ
ギ
で
す
。

　

ウ
ナ
ギ
は
熱
帯
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
西
方
海
域
で
産
卵
し
ま
す

が
、
卵
や
ふ
化
し
た
ば
か
り
の
子
ど
も
に
は
遊
泳
力
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
彼
ら
が
、
は
る
ば
る
東
ア
ジ
ア
の
成
育
場
ま

で
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
の
は
、
外
洋
の
産
卵
場
と
成
育
場
を
結
ぶ

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
よ
う
な
海
流
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
イ
セ
エ
ビ
や
ア
ナ
ゴ
で
も
同
じ
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
沿
岸

や
河
口
域
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
す
多
く
の
海
産
魚
に
「
選
択

的
潮
汐
輸
送
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
遊
泳
力
に
乏
し

い
魚
の
子
ど
も
が
、
い
わ
ゆ
る
「
上
げ
潮
」
時
に
表
層
へ
浮
か

ん
で
陸
方
向
へ
向
か
い
、
「
下
げ
潮
」
に
な
る
と
底
層
に
張
り

付
い
て
沖
へ
戻
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

　

生
物
は
様
々
な
環
境
に
応
じ
て
進
化
し
て
き
た
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
の
「
生
き
様
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
物
理
環
境
に
関

す
る
情
報
が
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

沿
岸
保
全
分
野

青
山 

潤 

教
授

研
究
分
野
／
魚
類
生
態
学
。
ウ
ナ
ギ
一
筋

に
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
東

北
の
サ
ケ
や
イ
カ
ナ
ゴ
に
す
っ
か
り
魅
せ

ら
れ
て
い
る
。
研
究
の
傍
ら
エ
ッ
セ
イ
も

執
筆
。
第
二
三
回
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
受

賞
『
ア
フ
リ
カ
に
ょ
ろ
り
旅
』
他
、
著
書

多
数
。
神
奈
川
県
出
身
。
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拠
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
、
湾
口
か
ら
湾
奥
ま

で
海
流
が
組
織
的
に
流
れ
て
い
る
と
い
え
る
科
学
的
証
拠
が

揃
い
ま
し
た
」

　

ま
た
、
特
に
こ
れ
ま
で
は
、
漁
業
の
面
で
も
、
研
究
の
面

で
も
、
緑
の
層
や
赤
い
層
の
水
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
三
層
最
下
の
青
い
水
の
層
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
で
、
新
た
な
観
点
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
田

中
准
教
授
は
語
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
も
の
が
移
動
す
る
と
き
は
海
流
を
ど
う
利
用
し
て
い

る
の
か
、栄
養
は
ど
の
層
で
ど
の
く
ら
い
の
量
が
運
ば
れ
て
く

る
の
か
。さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
く
の
に
、三
層
構
造
や
海
流

の
変
化
、青
い
水
の
層
に
焦
点
を
当
て
て
実
態
を
調
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、新
し
い
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

海
の
豊
か
さ
と
物
理

福
田 

秀
樹

 

栄
養
が
か
き
混
ぜ
ら
れ
る
、
冷
た
い
親
潮

　

三
陸
沖
は
南
か
ら
黒
潮
が
流
れ
て
き
ま
す
。
黒
潮
は
、
透
明

で
深
く
ま
で
見
え
る
か
ら
黒
い
と
表
現
さ
れ
る
海
流
で
す
が
、

そ
れ
は
植
物
が
少
な
い
た
め
で
す
。

　

例
え
ば
、
最
近
の
お
風
呂
は
浴
槽
内
の
お
湯
が
均
一
に
暖
か

か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
海
は
昔
の
お
風
呂
と
同
じ
よ
う
に
、
上

に
暖
か
く
て
軽
い
水
が
あ
り
、
下
は
冷
た
く
て
重
い
水
が
あ
る

と
上
下
が
混
ざ
ら
な
い
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　

す
る
と
、
温
か
く
上
に
あ
る
層
の
光
が
よ
く
当
た
る
表
面
で

植
物
が
ど
ん
ど
ん
栄
養
を
使
い
、
そ
の
植
物
を
動
物
が
食
べ
、

栄
養
は
糞
の
形
に
な
っ
て
沈
ん
で
い
き
ま
す
。
亜
熱
帯
の
よ
う

に
表
層
の
水
が
暖
か
す
ぎ
る
と
こ
ろ
は
、
上
下
が
ほ
と
ん
ど
混

ざ
ら
な
い
の
で
栄
養
が
上
の
ほ
う
に
運
ば
れ
に
く
く
、
植
物
が

少
な
い
透
明
な
青
い
海
に
な
る
の
で
す
。

　

北
の
海
が
豊
か
と
い
わ
れ
る
の
は
、
寒
い
か
ら
海
水
が
冷
や

さ
れ
る
、
す
る
と
上
の
水
の
密
度
が
大
き
く
な
っ
て
か
き
混
ざ

り
、
沈
ん
で
い
た
栄
養
も
上
が
っ
て
く
る
か
ら
な
の
で
す
。

青
く
美
し
い
海
と
、
豊
か
な
海
の
バ
ラ
ン
ス

　
大
槌
湾
を
は
じ
め
と
す
る
三
陸
地
域
は
、
二
月
か
ら
四
月
ま
で

は
北
か
ら
親
潮
が
く
る
の
で
、
そ
の
時
期
は
栄
養
が
最
も
豊
富
で

す
。
四
、
五
月
に
な
る
と
、
今
度
は
黒
潮
か
ら
分
か
れ
た
津
軽
暖

流
で
亜
熱
帯
か
ら
や
っ
て
き
た
水
が
入
っ
て
き
ま
す
。

　
栄
養
は
川
か
ら
も
入
っ
て
き
ま
す
が
、
大
槌
湾
は
比
較
的
、
川

の
水
が
湾
の
外
に
流
れ
出
や
す
く
、
湾
の
外
の
海
水
も
入
っ
て
来

や
す
い
、
海
水
交
換
が
さ
か
ん
な
湾
で
す
。

　
同
じ
リ
ア
ス
式
海
岸
で
も
、
湾
の
形
や
防
波
堤
の
存
在
に
よ
っ

て
海
水
交
換
の
し
や
す
さ
が
変
わ
る
た
め
、
川
か
ら
き
た
栄
養
の

蓄
積
の
し
や
す
さ
は
湾
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
海
の
色
は
植
物
の
多
さ
で
変
わ
り
ま
す
が
、
植
物
が
多
す
ぎ
る

と
海
は
濁
っ
た
茶
色
っ
ぽ
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
動
物
の

糞
が
微
生
物
に
分
解
さ
れ
て
栄
養
に
戻
る
と
き
に
は
酸
素
が
必
要

で
す
が
、
植
物
が
多
す
ぎ
る
と
魚
な
ど
が
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ぐ
ら
い
酸
素
を
使
い
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
湾
の
栄
養
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
生
き
物
は
多
く
な
り
ま
す
が
、

今
の
よ
う
な
景
観
の
よ
い
、
青
い
き
れ
い
な
海
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
ひ
と
つ
の
海
の
青
さ
や
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
が
ど
れ
く
ら
い
と
れ

る
か
は
、
物
理
と
生
物
と
化
学
が
あ
わ
さ
っ
て
決
ま
る
の
で
す
。

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

沿
岸
保
全
分
野

福
田 

秀
樹 

助
教

研
究
分
野
／
生
物
地
球
化
学
。
海
の

生
き
物
と
環
境
の
関
係
を
化
学
の
視

点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
専

門
。
三
陸
沿
岸
域
か
ら
太
平
洋
の
沖

合
の
水
深
数
千
メ
ー
ト
ル
の
深
海
ま

で
を
対
象
に
、
微
生
物
群
集
と
そ
の

栄
養
源
と
な
る
物
質
の
関
係
を
調
べ

て
い
る
。
神
奈
川
県
出
身
。

大槌湾海洋環境モニタリング
リアルタイム中継
大槌湾内の水温や波浪の毎日のデータを、ご自
宅のパソコンや携帯電話で見ることができます。

携帯電話・スマートフォンで QR コードを読み
取り、表示された以下の URL からサイトに接
続してご覧ください。
URL http://lmr.aori.u-tokyo.ac.jp/
feog/kosei/ootsuchi/m/

パソコンの方は「東大　沿岸海洋センター」で
検索していただくと、沿岸センターのサイトか
らデータ配信画面に入れます。

携帯電話用 スマートフォン用

メ
ー
ユ
の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
表
紙
参
照
）の
答
え

「
津
軽
暖
流
の
水
」

赤
道
よ
り
少
し
北
か
ら
流
れ
て
き
た
黒
潮
が
、

東
シ
ナ
海
で
枝
分
か
れ
し
て
対
馬
海
流
と
な

り
、
日
本
海
を
北
上
し
津
軽
海
峡
か
ら
三
陸

沖
に
出
て
南
下
し
て
い
ま
す
。
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　これは、東京大学大学院新領域創成科学研究科の院生
を対象に毎年行っている実習で、今年は12名が参加しま
した。
　天候の関係で調査船「弥生」に乗船しての海洋観測は
できませんでしたが、地引き網での魚類採取や採集物の
分類、ロープワーク教室、大槌湾表層での河川水の分布
様式を示す図の作製、クロロフィルa濃度の測定などを

行いました。14日には、釜石市の岩手県水産技術セン
ターにご協力いただき、サケ稚魚の解剖、動物プランク
トン採集・観察、コンブボイル塩蔵加工など、さまざま
な体験をすることができました。
　また、大槌町の自然に触れるとともに、震災の傷跡や、
三陸沿岸地域の復興のようすをじかに感じる貴重な機会
となったようです。

5月11日から15日まで、岩手県上閉伊郡
大槌町赤浜の大気海洋研究所附属国際沿岸
海洋研究センターにおいて、「海洋環境臨海
実習」が行われました。

長野 玄さん
海洋底科学部門で地学などを勉強していま
す。いずれ研究船に乗ることもあるのではな
いかと思い、臨海系の実習に参加しました。
航海に出れば、いろいろな分野から人が集ま
り、協力していくことになります。他分野の

知識も持ちたいと思っていたので、地引き網で捕ったものを
分類するなどの体験ができて、有意義でした。

孫
そん

 思
し い

依さん
地引き網を引くなど、すべてが初めての経験
だったので、おもしろかったです。津波がき
た場所を訪ねたのも初めてで、もう 4 年も
たっているので、すべて再建されていると
思っていましたが、ここで被災地の現状を見

て、復興までの道のりは大変なのだと感じました。

中村 英史さん
被災地に関心があって実習に参加したので、
現地にきて、実際に自分の目で確かめられた
のは収穫です。僕は森林系の研究をしている
ので、第一次産業の動向に興味があるのです
が、水産技術センターで、岩手県の漁業は産

業として安定しているという話を聞けたのがよかったです。

簗瀬 拓也さん
海洋底科学部門に所属していますが、大学で
は物理科だったので、海でいろいろな体験が
したいと思って志望しました。さまざまなカ
リキュラムがありましたが、ロープの結び方
の講習が印象に残りました。船長にマンツー

マンで習い、「遭難してもロープで人命を救うことができる！」
と熱い指導をいただきました。

実習参加者の声

2015年度  海洋環境臨海実習

研究者のタマゴ、
大槌・釜石に学ぶ

プランクトン観察 ワカメの芯抜き

地引き網での魚類採取 ロープワーク教室

ホタテ稚貝の観察

講義「岩手県の水産業の特色」

コンブボイル塩蔵加工

サケ稚魚の解剖
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地
震
と
津
波
の
影
響
―
―
①

砂
地
と
岩
場
、海
草
と
海
藻
の
違
い

河
村
班
は
他
の
大
学
や
研
究
機
関

と
合
わ
せ
一
六
グ
ル
ー
プ
、
東
北

マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
全
体
の
四
分

の
一
を
占
め
る
大
所
帯
で
す
ね
。
全
国
共
同
利

用
研
究
施
設
で
あ
る
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
震
災
前
か
ら
研
究
を
行
っ
て

い
た
研
究
者
が
集
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

私
た
ち
の
班
で
は
、
東
北
の
海
の
生

態
系
や
そ
こ
に
生
息
す
る
生
き
物
た

ち
が
、
今
回
の
大
地
震
と
大
津
波
で
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
三
陸
や
常

磐
沿
岸
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
物
に
つ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
村
班
長
は
岩
手
県
の
大
槌
湾
の

ほ
か
に
宮
城
県
の
牡
鹿
半
島
に
も

通
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
両
方
の
場

所
で
調
査
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？  

大
槌
湾
と
牡
鹿
半
島
で
は
何
か
違
い
が
あ
る
の

で
す
か
？

牡
鹿
半
島
の
調
査
場
所
は
、一
九
八
〇

年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
以
上
通
っ

て
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
以
外

に
も
こ
こ
で
調
査
さ
れ
て
い
る
研
究
者
が
い

て
、
こ
の
場
所
に
ど
ん
な
海
藻
が
生
え
て
い
る

か
、
ど
ん
な
動
物
が
生
息
し
て
い
る
か
、
そ
し

て
そ
れ
ら
が
毎
年
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
震
災
の
前
後
で
何
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
わ
か
る
の
で
す
。
地
元
の
漁
協
や

漁
師
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
長
年

一
緒
に
調
査
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
大
槌
湾
で
は
、

牡
鹿
半
島
と
比
較
す
る
た
め
に
震
災
の
五
年
ほ

ど
前
か
ら
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

　

大
槌
湾
と
牡
鹿
半
島
で
は
、
同
じ
東
北
の
海

で
も
少
し
違
う
の
で
す
よ
。
私
た
ち
が
研
究
し

て
い
る
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
や
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は

ど
ち
ら
に
も
い
る
の
で
す
が
、
生
え
て
い
る
海

藻
の
種
類
が
違
う
の
で
す
。
牡
鹿
半
島
に
は
褐

藻
類
と
い
う
仲
間
の
大
型
の
海
藻
「
ア
ラ
メ
」

が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
ま
す
。
大
槌
湾
に
は
ア

ラ
メ
は
生
え
て
い
な
く
て
、
そ
の
代
わ
り
に
同

じ
褐
藻
類
で
す
が
「
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
」
と
い
う

ち
が
う
海
藻
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
メ
は
寿
命
が
六
～
七
年
も
あ
る
多
年
生

海
藻
で
す
が
、
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
は
寿
命
が
一
年

し
か
な
い
一
年
生
海
藻
で
す
。
だ
か
ら
、
牡
鹿

半
島
で
は
一
年
中
ア
ラ
メ
が
茂
っ
て
い
ま
す

が
、
大
槌
湾
で
は
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
が
枯
れ
て
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
期
が
あ
る
の
で
す
。

　

同
じ
磯
（
岩
場
）の
藻
場
で
も
、牡
鹿
半
島

と
大
槌
湾
の
藻
場
で
は
、そ
こ
に
生
息
す
る
生

き
物
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。

「
カ
イ
ソ
ウ
」
に
は
「
海
草
」
と
い

う
漢
字
と
「
海
藻
」
と
い
う
漢
字
の

両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
何
が

違
う
ん
だ
っ
け
？

研
究
者
に
聞
く

第
３
回

生
態
系
は
ど
の
よ
う
に
回
復
し
て
い
く
の
か

海
は
私
た
ち
み
ん
な
の
大
切
な
財
産
。

大
切
な
海
の
幸
を
長
く
将
来
に
わ
た
っ
て
上
手
に
使
っ
て
い
く
た
め
に
は
…
…
？

研究テーマ「地震・津波による生態系攪乱と
その後の回復過程に関する研究」
研究班代表　河村 知彦
東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター・センター長
生物資源再生分野教授
研究分野：海洋生態学、水産資源学、水産増殖学
資源再生分野ホームページ：http://www.abalone.aori.u-tokyo.ac.jp

岩手県

大槌湾

牡鹿半島
宮城県

図1：牡鹿半島と大槌湾

潜水による調査
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同
じ「
カ
イ
ソ
ウ
」で
も「
海
草
」
と

「
海
藻
」
は
実
は
全
然
違
う
仲
間
で

す
。
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
ふ
つ
う「
海
草
」

は
カ
イ
ソ
ウ
で
は
な
く
て「
う
み
く
さ
」と
読
み

ま
す
。
表
で
説
明
し
ま
し
ょ
う
。（
表
参
照
）

　

実
は
、
こ
の
海
草
と
海
藻
で
、
津
波
に
よ
っ

て
受
け
た
影
響
は
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
岩
場

に
生
え
て
い
た
海
藻
に
は
予
想
外
に
影
響
が
少

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
砂
地
に
生
え
て
い
る
海
草

は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

大
打
撃
…
…
。
砂
地
に
い
た
海
草

が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

岩
場
に
強
く
く
っ
つ
い
て
い
た
海

藻
は
大
部
分
が
流
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
砂
地
に
生
え
て
い
た
海
草
の
多
く

は
砂
と
一
緒
に
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
海
草
の
葉
の
上
に
生
息
し
て
い
た
小
さ

な
生
き
物
た
ち
も
、
津
波
の
直
後
に
は
海
草
と

一
緒
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
藻
場

の
中
に
暮
ら
し
て
い
た
生
き
物
た
ち
も
す
み
か

を
失
っ
て
大
変
だ
っ
た
の
で
す
。
震
災
か
ら
四

年
経
っ
た
現
在
は
、
海
草
と
と
も
に
動
物
た
ち

も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

藻
場
っ
て
、「
海
の
ゆ
り
か
ご
」と
か

呼
ば
れ
て
い
る
け
ど
、藻
場
が
な
く

な
っ
た
ら
魚
の
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
な
る
の
？東

北
の
多
く
の
場
所
で
海
草
の
藻

場
が
大
打
撃
を
受
け
、
藻
場
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
所
や
、
面
積

が
す
ご
く
減
少
し
た
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
に

海
草
の
藻
場
が
減
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
場
所

に
よ
っ
て
は
あ
ま
り
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
回
復
の
程
度
も
場
所
に

よ
っ
て
様
々
で
、
今
で
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
多
く
の

場
所
で
こ
れ
か
ら
も
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

地
震
と
津
波
の
影
響
―
―
②

震
源
地
か
ら
の
位
置
、地
形
、生
息

場
所
に
よ
る
違
い

班
長
が
研
究
し
て
い
る
、
ア
ワ
ビ

や
ウ
ニ
は
ど
う
な
っ
た
の
で
す

か
？

ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
は
、
ど
ち
ら
も
海

藻
の
生
え
て
い
る
岩
場
（
磯
）
に

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
津
波
に
よ
っ
て
受
け
た

影
響
は
か
な
り
違
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
私

た
ち
の
調
査
地
点
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
「
キ

タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

　

大
槌
湾
の
調
査
地
点
は
、
深
く
え
ぐ
れ
た
湾

の
入
り
口
に
近
い
場
所
で
し
た
が
、
そ
こ
で
み

ら
れ
た
津
波
の
影
響
は
、
牡
鹿
半
島
の
調
査
場

所
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
小
さ
か
っ
た
と
い
え
ま

す
。
牡
鹿
半
島
の
調
査
地
点
は
地
震
の
発
生
場

所
（
震
源
地
）
に
近
く
、
外
海
に
直
接
面
し
た

場
所
な
の
で
、
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に

あ
る
大
き
な
岩
が
割
れ
た
り
、横
転
す
る
な
ど
、

津
波
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
た
よ
う
で
す
。

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
密
度
は
、
影
響
の
比
較

的
少
な
か
っ
た
大
槌
湾
で
も
七
割
く
ら
い
、
牡

鹿
半
島
で
は
九
割
以
上
と
、
い
ず
れ
も
激
減
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
津
波
直
後

に
は
激
減
し
ま
し
た
が
、
数
ヶ
月
後
に
は
多
く

の
場
所
で
か
な
り
回
復
し
ま
し
た
。
津
波
で
深

い
と
こ
ろ
に
流
さ
れ
た
ウ
ニ
が
浅
瀬
の
藻
場
に

戻
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
場
所
に
よ
っ

て
は
そ
の
後
、
稚
ウ
ニ
が
多
数
発
生
し
て
震
災

前
よ
り
も
多
く
な
り
、
海
藻
を
食
べ
尽
く
し
て

し
ま
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
」
に
対
す
る
津
波
の

影
響
は
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
比
べ
れ
ば
小

さ
か
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
漁
獲
さ
れ
る

よ
う
な
大
き
な
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
（
殻
の
大
き
さ
が

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
は
、
大
槌
湾
の
入

り
口
近
く
の
調
査
地
点
で
は
ほ
と
ん
ど
減
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
影
響
の
大
き
か
っ
た
牡
鹿
半
島

の
調
査
場
所
で
も
五
割
程
度
は
残
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ウ
ニ
に
比
べ
れ
ば
津
波
の
影
響
が

少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
ア
ワ
ビ
が
、
実
は
ウ

ニ
よ
り
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。

「
ウ
ニ
よ
り
ア
ワ
ビ
の
方
が
実
は

影
響
が
大
き
か
っ
た
」
…
…
？

ど
う
い
う
こ
と
か
な
？

比
較
的
大
き
な
ア
ワ
ビ
は
そ
れ
ほ

ど
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
小
さ
な
ア
ワ
ビ
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
た
の
で
す
。
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
よ

り
も
小
さ
な
ア
ワ
ビ
の
多
く
は
、
津
波
で
流
さ

れ
て
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
さ
な

ア
ワ
ビ
の
方
が
岩
に
く
っ
つ
く
力
が
弱
く
、
津

波
に
流
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ア
ワ
ビ
の
親
と
子
で
生
活
し
て
い
る
場
所

が
違
う
こ
と
も
そ
の
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

ア
ワ
ビ
は
親
子
で
生
活
す
る
場
所

が
違
う
の
？

卵
を
産
む
こ
と
が
で
き
る
親
の
貝

の
こ
と
を
「
成
貝
」、
ま
だ
卵
を
産

む
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
の
貝
を
「
稚
貝
」

と
呼
び
ま
す
。
ア
ワ
ビ
の
成
貝
は
ア
ラ
メ
や
コ

ン
ブ
の
よ
う
な
大
き
な
海
藻
の
藻
場
の
中
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、
稚
貝
は
「
無
節
サ
ン
ゴ
モ
」

と
い
う
海
藻
の
仲
間
が
生
え
て
い
る
岩
の
上
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
無
節
サ
ン
ゴ
モ
に
は
、
普

通
の
海
藻
に
は
あ
る
「
葉
」
の
よ
う
な
部
分
が

な
く
、
岩
や
石
の
表
面
を
お
お
う
よ
う
に
生
え

て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
岩
の
表
面
を
ピ
ン
ク
の

類と繁殖のしかた

海
藻
（
か
い
そ
う
）

海
草
（
う
み
く
さ
）

生息場所と根の役割

顕花植物という高等植物
の仲間（陸上にたくさん
生えている植物と同じ）。

「仮根（かこん）」と呼ばれる根
のようなものを持つが、海草の
根とは違い、岩にくっつくため
の吸盤みたいなもので、水や養
分を吸い上げる働きはない。

多くは岩場に生えている。

いろいろな種類があるが、ほと
んどは浅い海の砂や泥の海底で
育つ。砂の中に根を張って、大
きな藻場（海草の林）を造る。

海中で一生を過ごす。
進化の過程でいったん海から陸
に上がり、また海に戻った仲間。

胞子で殖える藻類。

種子によって増え花を咲
かせる。根も持っている。

【例】
アマモ

【例】
ホソメコンブ

表1：海草（うみくさ）と海藻（かいそう）の違い
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ペ
ン
キ
で
塗
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

津
波
に
も
流
さ
れ
な
か
っ
た
ア
ラ
メ
や
コ
ン

ブ
の
林
の
中
で
は
、
津
波
の
力
は
あ
る
程
度
弱

く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
い
た
ア
ワ

ビ
の
成
貝
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
む
き
出
し
の
無
節
サ
ン
ゴ
モ
の
上
に

く
っ
つ
い
て
い
た
稚
貝
は
津
波
の
力
を
直
接
受

け
た
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
生
活
史
に
つ
い
て
は
、
今
号

二
ペ
ー
ジ
の
「
生
き
物
図
鑑
」
に
詳
し
く
載
っ

て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
お
と
な
の
ア
ワ
ビ
は
、
津
波
に
も
耐

え
て
そ
れ
ほ
ど
減
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
無

節
サ
ン
ゴ
モ
上
に
い
た
三
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
稚
貝
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
漁
師
さ
ん
た
ち
の
獲
る
大
き
な

ア
ワ
ビ
は
、
震
災
直
後
に
は
あ
ま
り
減
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
少
な
く
と
も
三
年
分
く
ら
い
の
稚
貝
が
本
来

な
ら
成
長
し
て
漁
獲
で
き
る
大
き
さ
（
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
に
な
る
昨
年
あ
た
り
か
ら

減
り
始
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
、
津
波
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
南
の
海
域
ほ

ど
、ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量
は
減
り
始
め
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
獲
れ
る
ア
ワ
ビ
の

数
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
し
ま
う
の

で
す
ね
？　

ア
ワ
ビ
は
も
う
獲
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
？

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
ア
ワ
ビ
を
獲
っ

て
い
け
ば
、
そ
の
う
ち
ま
た
ア
ワ

ビ
の
数
は
回
復
す
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
あ

ま
り
考
え
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お
り

に
大
き
な
ア
ワ
ビ
を
獲
っ
て
し
ま
う
と
、
将
来

的
に
ア
ワ
ビ
全
体
の
数
を
減
ら
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
漁
獲
で
き
る
ア
ワ
ビ
が
減
る

と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
を
産
む
親
ア
ワ
ビ
の

数
が
減
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
す
。
本
当
は

し
ば
ら
く
の
間
、
で
き
る
だ
け
ア
ワ
ビ
を
獲
ら

な
い
方
が
い
い
の
で
す
。
親
の
数
を
減
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
稚
貝
の

数
を
増
や
し
た
方
が
い
い
か
ら
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
ア
ワ
ビ
を
獲
る
漁
師
さ
ん
た
ち

に
と
っ
て
は
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
も

あ
る
か
ら
、
ア
ワ
ビ
を
ま
っ
た
く
獲
ら
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
本
当
に

難
し
い
問
題
で
す
。

ア
ワ
ビ
は
、
日
本
全
国
で
「
種
苗
放
流
事
業
」
と
い
う
も

の
が
行
わ
れ
て
い
る
。
陸
上
の
飼
育
施
設
で
人
の
手
に

よ
っ
て
二
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
育
て
た
ア
ワ
ビ
の
稚

貝
を
海
に
放
し
、
ア
ワ
ビ
を
増
や
そ
う
と
い
う
試
み
で
、

漁
獲
な
ど
に
よ
っ
て
減
っ
た
ア
ワ
ビ
を
少
し
で
も
増
や
そ

う
と
す
る
も
の
。
東
北
地
方
の
沿
岸
で
も
三
〇
年
以
上
に

渡
り
、
た
く
さ
ん
の
稚
貝
が
放
流
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
と
も
な
う
大

津
波
で
、
三
陸
や
常
磐
沿
岸
で
ア
ワ
ビ
を
育
て
て
い
た
施

設
の
多
く
が
壊
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
放
流
が
行
え
な
い

状
態
で
あ
る
。

干
潟
や
砂
浜
は

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
？

干
潟
や
砂
浜
な
ど
は
大
津
波
の
影

響
で
、
砂
や
泥
と
共
に
そ
こ
に
暮

ら
し
て
い
た
生
き
物
が
津
波
に
持

ち
去
ら
れ
た
り
、
逆
に
別
の
場
所
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
砂
や
泥
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
聞
き

ま
す
。
地
震
の
影
響
で
は
地
盤
沈
下
が
起
き
た

り
、海
岸
の
様
子
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
、
海
で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

地
盤
沈
下
は
特
に
深
刻
な
問
題
で

す
ね
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、一
メ
ー

ト
ル
近
く
も
地
盤
が
沈
ん
で
い
て
、
そ
の
分
水

面
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
場
所
で
見
れ
ば

水
深
が
深
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
干
潟
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

干
潟
と
い
う
の
は
、
潮
が
引
い
た
時
に
海
水
が

干
上
が
っ
て
砂
や
泥
の
海
底
が
出
て
く
る
場
所

で
す
。満
潮
時
に
は
ま
た
海
の
底
に
沈
み
ま
す
。

水
深
が
深
く
な
る
と
、
今
ま
で
干
潟
に
な
っ
て

い
た
場
所
が
、
潮
が
引
い
て
も
干
潟
に
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

干
潟
と
い
え
ば
、
潮
干
狩
り
を
思
い
浮
か
べ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア
サ
リ
な
ど
の

貝
を
は
じ
め
と
し
て
、
干
潟
に
は
た
く
さ
ん
の

生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
や
カ
レ

イ
な
ど
の
子
ど
も
（
稚
魚
）
や
、
干
潟
に
し
か

い
な
い
生
物
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
よ
。

「
干
潟
」が
干
上
が
ら
な
く
な
る
と
、

そ
の
よ
う
な
環
境
を
好
ん
で
生
息

し
て
い
た
生
き
物
も
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
？

そ
う
で
す
。
干
潟
に
は
、
ア
サ
リ
な

ど
の
二
枚
貝
の
よ
う
に
、
海
水
を
ろ

過
し
て
海
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を

食
べ
る
生
物
が
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
海
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
小
さ
な
微
生
物

も
非
常
に
多
く
生
息
し
て
い
て
、
有
機
物
を
分

解
す
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
や
は

り
海
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
干

潟
の
「
浄
化
機
能
」
と
い
い
ま
す
が
、
干
潟
が

果
た
し
て
い
る
と
て
も
重
要
な
役
割
で
す
。

干
潟
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

小
さ
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の

浄
化
機
能
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
？

そ
の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
、
震

災
か
ら
四
年
が
過
ぎ
て
、
各
地
で

干
潟
や
砂
浜
が
少
し
ず
つ
元
に
戻
っ
て
き
て
い

て
、
生
き
物
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ

【無節サンゴモ群落】アワビの稚貝の生息場所 【アラメ群落】アワビの成貝の生息場所
2010年11月（震災前） 2011年6月（震災後） 2009年1月（震災前） 2011年6月（震災後）

図2：アワビの稚貝と成貝の生息場所・震災前後の変化



13

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
す
べ
て
が
元
通
り
に
な
り
つ
つ
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
盤
が
沈
下
し
た
の

で
、
干
潟
や
砂
浜
の
場
所
は
以
前
よ
り
も
陸
側

に
移
動
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
今
ま
で
陸
地

だ
っ
た
場
所
に
海
水
が
入
り
込
ん
で
湿
地
（
塩

性
湿
地
）
と
な
り
、
そ
こ
に
新
し
い
生
態
系
が

で
き
つ
つ
あ
る
場
所
も
あ
る
の
で
す
。

干
潟
や
砂
浜
の
場
所
が
ち
ょ
っ
と
ず

れ
た
だ
け
で
、そ
こ
に
ま
た
生
き
物

が
も
ど
っ
て
く
る
の
で
す
ね
！

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
ま
ま
自
然
の

成
り
行
き
に
任
せ
て
い
れ
ば
そ
う

な
る
は
ず
で
す
。
で
も
本
当
に
そ
う
な
る
で

し
ょ
う
か
？　

陸
地
が
減
っ
て
し
ま
う
の
は
私

た
ち
人
間
に
と
っ
て
は
困
る
こ
と
で
す
か
ら
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
堤
防
を
造
っ
て
、
陸
地

に
海
水
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
で
し
ょ

う
。
多
く
の
津
波
被
災
地
で
は
、
今
、
巨
大
な

防
潮
堤
が
造
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
津
波
の
被

害
か
ら
街
や
田
畑
を
守
る
た
め
で
す
が
、
そ
れ

が
今
ま
で
と
同
じ
位
置
に
造
ら
れ
る
と
、
場
所

に
よ
っ
て
は
干
潟
や
砂
浜
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

す
る
と
…
…
、
も
う
潮
干
狩
り
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
？

巨
大
な
防
潮
堤
を
造
っ
た
ら
ま
た

生
態
系
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？

考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
今
回
の
大
地

震
と
大
津
波
で
受
け
た
影
響
の
大

き
さ
は
、
場
所
に
よ
っ
て
も
生
態
系
に
よ
っ
て

も
、
ま
た
生
き
物
の
種
類
に
よ
っ
て
も
様
々
で

す
。
し
か
し
、
生
態
系
も
そ
こ
に
棲
む
生
き
物

た
ち
も
震
災
直
後
か
ら
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い

て
、
ま
た
自
然
の
営
み
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
や
津
波
は

千
年
に
一
度
と
い
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
人
間

に
と
っ
て
は
、
全
く
経
験
の
な
い
災
害
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
昔
か
ら

地
球
上
に
生
き
て
い
る
生
き
物
た
ち
に
と
っ
て

は
、
何
度
も
乗
り
越
え
て
き
た
も
の
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
人

間
に
よ
っ
て
防
潮
堤
や
そ
の
他
の
様
々
な
人
工

物
が
造
ら
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら
海
の
生
物
に
は

想
定
外
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
の
生
態
系
や
生
物
資
源
に
対
し

て
、
地
震
や
津
波
そ
の
も
の
の
影
響

も
も
ち
ろ
ん
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
、

人
間
が
こ
れ
か
ら
及
ぼ
す
影
響
の
方
が
も
し
か

し
た
ら
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
ね
？

え
え
、
せ
っ
か
く
回
復
し
つ
つ
あ
る

自
然
を
ま
た
壊
し
て
し
ま
う
、
回
復

で
き
な
い
ほ
ど
の
打
撃
を
、
私
た
ち
人
間
が
与

え
て
し
ま
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
海
辺
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
こ
と
を
ま
ず
第

一
に
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
こ
で
採
れ
る
海
の
幸
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

海
辺
の
美
し
い
景
色
、
き
れ
い
な
砂
浜
や
潮
干

狩
り
の
で
き
る
浜
辺
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
元
も
子
も
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
私
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
地
震

と
津
波
の
影
響
を
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
海

の
生
態
系
や
そ
こ
に
暮
ら
す
生
物
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
し
く
み
で
変
化
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
こ

れ
か
ら
の
海
の
環
境
の
変
化
と
と
も
に
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
私
た
ち
が
海
の
生
態
系
や
生
き
物

た
ち
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
っ
て
い
け
ば
良
い

の
か
、
大
切
な
海
の
幸
を
長
く
将
来
に
わ
た
っ

て
上
手
に
使
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
地
元
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
海

は
私
た
ち
み
ん
な
の
大
切
な
財
産
」で
す
か
ら
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
宮
城
や
岩
手
の
海
で
長
年
に
渡
っ
て
研
究
を
続
け
て
き
た
河

村
班
長
は
、
東
北
の
町
や
海
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。「
少
し
で
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
と
同
時
に
、
海
の
環
境
や
生
物
資
源

（
食
料
と
な
る
魚
介
類
な
ど
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
生
き
物
）

の
こ
と
を
考
え
る
と
、「
こ
の
大
き
な
災
害
か
ら
た
だ
元
通
り

に
戻
す
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
よ
り
も
良
く
な
る
方
向

に
向
か
っ
て
ほ
し
い
」。
　
そ
し
て
、「
ど
う
し
た
ら
海
の
生
物

資
源
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
っ
た

研
究
を
続
け
て
き
た
経
験
か
ら
、「
考
え
て
使
え
ば
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
獲
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
上
手
に
利
用
で
き
る
」

と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
と
津
波
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
み
ん
な
が
海
や
海
の
生

物
を
よ
く
知
る
き
っ
か
け
と
し
、
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
、
そ
し

て
私
た
ち
の
研
究
が
少
し
で
も
そ
の
お
役
に
立
て
れ
ば
…
…
、

そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

上：研究室の棚にはコレクションの貝がずらり
左：日課は昼休みのサッカー

「研究者に聞く」はプロジェグランメーユの
ホームページでもシリーズで掲載されてい
ます。
http://teams.aori.u-tokyo.ac.jp/
whats-happening/interviews/

塩性湿地

岩礁潮間帯

海草藻場

河口干潟

内湾砂泥底
岩礁藻場

図3：多様な生態系とそこに生息する生き物たち
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「
な
ぜ
？
」を
つ
き
つ
め
る
と
、チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

お
魚
か
た
り
べ

宮
古
漁
業
協
同
組
合
理
事

山
根 

幸さ
ち
の
ぶ伸
さ
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
メ
ー
ユ
が
大
槌
・
釜
石
・
山
田
・
宮
古
の
ユ
ニ
ー
ク
、
元
気
な
人
を
紹
介
し
ま
す
。

街
歩
き

四、五月が旬の花見かき 山根さんに船を出していただき、巻き網で仔稚魚を採集中

　
宮
古
湾
で
カ
キ
の
養
殖
業
を
営
む
山
根
幸
伸
さ
ん
。
震

災
の
あ
っ
た
年
も
、
夏
に
は
い
ち
早
く
養
殖
を
再
開
し
、

二
年
後
に
は
独
自
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
花
見
か
き
」
を
出

荷
し
て
、
周
囲
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

　
地
元
の
海
を
愛
す
る
山
根
さ
ん
は
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
の
が
好
き
。
壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
も
、
へ
こ
た
れ

ま
せ
ん
。

通
常
の
三
倍
も
大
き
い
、

宮
古
の
「
花
見
か
き
」

　

二
〇
一
三
年
の
春
、
岩
手
日
報
の
一
面
を
「
花
見
か
き

初
出
荷
」
の
記
事
が
飾
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
三
陸
・
宮
古
湾
の
名
物
カ
キ
の
復
活

を
伝
え
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

花
見
か
き
は
殻
付
き
で
、
通
常
の
カ
キ
の
三
倍
も
の
大

き
さ
が
あ
る
の
が
特
徴
。
え
ぐ
み
の
な
い
ま
ろ
や
か
な

味
わ
い
で
、
岩
手
が
花
見
の
時
期
を
迎
え
る
四
、
五
月

が
旬
で
す
。
一
年
に
出
荷
で
き
る
量
は
約
八
〇
〇
〇
個

（
二
〇
一
五
年
）
で
、
地
元
に
行
か
な
け
れ
ば
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
こ
の
花
見
か
き
を
開
発
し
た
の
が
、
山
根
幸
伸

さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
カ
キ
の
中
か
ら
エ
リ
ー
ト
を
選

び
出
し
、
時
間
と
手
間
を
か
け
て
大
き
く
育
て
ま
す
。

　

寒
い
宮
古
湾
の
カ
キ
は
春
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。
湾
に
は

閉
伊
川
、
津
軽
石
川
が
流
れ
こ
み
、
カ
キ
の
養
殖
に
は

う
っ
て
つ
け
で
、
甘
み
の
あ
る
お
い
し
い
カ
キ
が
育
ち
ま

す
。

　

し
か
し
、
カ
キ
の
旬
は
冬
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
般

市
場
で
は
春
の
カ
キ
は
安
い
値
で
し
か
取
引
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
山
根
さ
ん
が
考
え
た
の

が
特
大
サ
イ
ズ
の
花
見
か
き
。
そ
の
味
と
大
き
さ
が
話
題

に
な
る
こ
と
で
、
宮
古
の
カ
キ
は
四
、
五
月
が
お
い
し
い

と
知
れ
渡
り
、
他
の
カ
キ
も
高
値
で
買
い
取
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
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時間と手間をかけ、花見かきは育つ今や宮古のブランド「花見かき」のチラシ背景写真：カキの養殖筏が浮かぶ宮古湾

漁
業
者
と
研
究
者
、

知
ら
な
い
こ
と
を
教
え
あ
う

　

宮
古
湾
は
、
藻
場
や
干
潟
で
五
十
種
類
も
の
稚
魚
が
育
つ

環
境
で
す
。
そ
の
数
も
多
く
、
全
国
で
ベ
ス
ト
３
に
入
る
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
山
根
さ
ん
は
、
十
一
年
前
に

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
発
表
し
、
豊
か
さ
を
守
ろ
う
、

関
心
を
持
と
う
と
呼
び
か
け
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
か
ら
、
山
根
さ
ん
は
多
く
の
研
究
者
と
つ

な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
に
必
要
な
、
稚

魚
な
ど
の
生
き
も
の
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
ず
困
っ
て
い
る

と
、
「
山
根
さ
ん
に
頼
ん
で
み
た
ら
」
と
教
え
ら
れ
て
、
訪

ね
て
く
る
か
ら
で
す
。

「
先
生
た
ち
は
、
ニ
シ
ン
や
ク
ロ
ソ
イ
の
稚
魚
が
ほ
し
い
、

そ
れ
も
七
ミ
リ
か
ら
大
き
さ
を
変
え
て
三
種
類
欲
し
い
、
な

ん
て
言
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
魚
は
捕
っ
た
経

験
が
な
く
て
も
、
私
も
漁
業
者
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
の
で
、

ど
こ
で
ど
う
す
れ
ば
捕
れ
る
か
、
考
え
ま
す
」
と
、
山
根
さ

ん
は
藻
場
や
岸
壁
に
行
っ
た
り
、
磯
建
網
や
カ
ゴ
を
使
っ
た

り
と
、
工
夫
を
重
ね
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
な

ぜ
だ
ろ
う
と
、
ひ
た
す
ら
頭
を
ひ
ね
っ
て
解
決
方
法
を
探
す

の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
漁
業
者
が
現
場
の
こ
と
を
研
究
者
に
教
え
る

か
わ
り
に
、
漁
業
者
が
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
研

究
者
が
答
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
七
年
ほ
ど
前
か
ら
ウ
ミ

ウ
が
増
え
、
し
か
も
以
前
は
真
っ
黒
だ
っ
た
の
に
、
白
い

メ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
見
え
る
斑
点
状
の
模
様
の
ウ
ミ
ウ
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
、
山
根
さ
ん
は
気

が
つ
き
ま
し
た
。

「
東
京
大
学
の
大
気
海
洋
研
究
所
の
佐
藤
克
文
先
生
に
聞
く

と
、
黒
い
の
は
エ
サ
を
食
べ
る
た
め
に
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ

た
ウ
ミ
ウ
で
、
白
い
の
が
混
じ
っ
た
ウ
ミ
ウ
は
繁
殖
鳥
。
こ

こ
で
巣
作
り
を
始
め
た
か
ら
、
白
い
ウ
ミ
ウ
が
い
る
の
だ

と
、
わ
か
り
ま
し
た
。
研
究
者
と
漁
業
者
が
話
を
す
る
の
は

お
た
が
い
の
た
め
に
な
る
。
海
や
生
き
も
の
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」

学
び
、
考
え
て
、
現
状
を
打
破
す
る

　

岩
手
県
指
導
漁
業
士
、
宮
古
漁
業
協
同
組
合
理
事
、
宮

古
湾
の
藻
場
・
干
潟
を
考
え
る
会
会
長
…
…
、
山
根
さ
ん

に
は
た
く
さ
ん
の
肩
書
き
が
あ
り
ま
す
が
、
名
刺
の
表
に

は
「
お
魚
か
た
り
べ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
漁
業
や

魚
食
文
化
を
伝
え
る
役
目
と
し
て
水
産
庁
長
官
か
ら
任
命

さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
任
期
も
報
酬
も
な
い
で
す
よ
」
と
笑
い
ま
す
が
、
小
中

高
生
や
市
民
に
向
け
て
、
カ
キ
を
料
理
し
て
食
べ
さ
せ
た

り
、
花
見
か
き
・
復
興
・
豊
か
な
宮
古
の
環
境
に
つ
い
て

の
話
を
し
た
り
と
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
話
の
中
で
、
困
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
『
な
ぜ
？
』
と
感
じ
た

こ
と
を
、
勉
強
し
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
情
報

を
集
め
、
原
因
を
つ
き
と
め
る
。
そ
し
て
、
ど
う
し
た
ら

変
え
ら
れ
る
の
か
を
考
え
る
。

　

花
見
か
き
だ
っ
て
、
『
な
ぜ
、
お
い
し
い
カ
キ
が
安
い

値
段
で
し
か
買
っ
て
も
ら
え
な
い
ん
だ
ろ
う
？
』
と
考
え

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
今
で
は
、
宮
古
の
カ

キ
を
食
べ
た
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
青
森
や
仙
台
か
ら
車
を
飛

ば
し
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
な
ぜ
？
』と
考

え
る
こ
と
で
、
ピ
ン
チ
が
チ
ャ
ン
ス
に
変
わ
る
ん
で
す
」



① サワラは軽く塩をふって 20 分置いたら、サッと水洗いして布巾で
水気をとる。さらに酢に 10 分浸し、ペーパーで拭いて水気をとる。

塩 酢

水洗い20 分置く 10分浸す水気をとる 水気をとる

②サワラは薄くそぎ切りにする。

開いたところ

裏返すと紅白

しっぽは切
り落とす

縦半分に切る

さらにここ
を切り開く

③ エビは開いたものを真ん中半分に切り、
それをさらに観音開きにする。

④ 布巾を敷いた上に、
サワラとエビ（赤い
背の方を下に）を交
互に、斜めに並べる。

⑤ その上に酢飯を140g ほ
どのせる。

⑥ 布巾で包んで両脇を絞る。 ⑦〝巻きす” で形を整える。

⑧ で き あ が り。木 の 芽 を 添 え、
一口大に切ってめしあがれ。

■バリエーション
○白身の魚に替えて

○ネギ味噌サンド
サワラをキス、サヨリ、ヒラメなどに替えても good.

刺身のサワラが残るなどしたら、2 枚の刺身にネギ味
噌をはさんで片栗粉をまぶし、フライパンに油をひい
て両面焼く「はさみ焼き」がおすすめ。

■作り方

POINT 冷蔵庫で
少し寝かせると
味がなじむよ。

POINT エビは上下の向きを
互い違いに並べます。
手綱 1 本に対してサワラはそ
ぎ切りした身を 4 枚分、開い
たエビは 2 枚分。

POINT  巻 き す で 整 え た 後
ラップで包み、冷蔵庫で 1
～ 2 時間冷やしてから食卓
に出すとさらにサッパリ！

　サワラはサバ科魚類の 1 種で、マグロやカツオの仲間である。卵
の直径は 1.5 mm で重さは約 1 mg だが、成魚の体重は 10 kg 近く
に達する。生まれて数年間で体重が 1 千万倍にも増加するのだ。こ
のような驚異的な成長は、生まれてすぐに鋭い歯をもち、動物プラ
ンクトンではなく魚を餌として食べ始めることで達成される。水槽
内では餌を求めて稚魚同士で共食いをする。自分と同じ大きさの仲
間に喰いついて身動きが取れず、喰いつかれた方も喰いついた方も
死んでしまうことすらある。旺盛な食欲で急成長し、イワシ類では
半年かかる体長 10 cm に、1 ヵ月間で達してしまう。

　サバ科魚類は海洋生態系の最高位捕食者である。太陽をエネル
ギー源とする食物連鎖は、植物プランクトン→動物プランクトン→
小型魚類→サワラと上位へ進む。陸上の草食動物であるウシは牧草
のすぐ上に位置するので、1000 kg の草を食べると体重が約 100 
kg 増加する。これに対してウシより 2 段階も上位にいるサワラは、
植物プランクトン 1000 kg から始まる食物連鎖を経て 1kg しか体
重増加できない。サワラ 1 kg には牛肉 100 kg と同じ量の植物エネ
ルギーが濃縮されている。サワラの刺身一切れ 5 g は、牛ステーキ
500 g に相当するのだ。おいしいサワラをよく味わっていただこう。

サワラについて� 東京大学大気海洋研究所 教授 渡邊 良朗

はまさんの
つぶやき 

“手綱”とは馬をひく綱のことだけ
ど、おめでたい時には紅白の綱を
使うことから、関西の料亭でエビ
と白身魚を使って作っていた料理
だよ。いろいろある細工寿司を料
理の一品として出すんだよね。和
食の料理人だった俺の親父に、昔
教わったんだ。サワラは西日本で
珍重されてきた魚だけど、最近は
東北でもよく獲れるっていうし、
若魚のサゴシは安く手に入るから、
みんなが集まった時作ってみて。
酢でしめることで、よりおいしく
食べられるし、何より華やかなの
がいいね。

「はまさん」こと 濵 弘泰 さん
千葉県柏市にある大気海洋研究所の 1 階に
店を構える「お魚倶楽部はま」の店主。店
名は「さまざまな魚が宝石のように詰まった玉
手箱を、お客さんとともに開けて楽しむ」とい
うイメージに由来。「魚への探求心から、“ 一
般的ではない食材、一般的ではない食べ方 ”
を常に工夫しています」というはまさんは、全
国の漁港に自分で足を運び、通常のルートで
は手に入らない優れた食材を探求しているお
寿司屋さんです。

■材料（2 〜 3 人分）
○3枚におろしたサワラ（皮と骨と血合

いをとりのぞいたもの）
○エビのボイル開き（寿司エビ）
　手綱寿司1本で2枚使うので数枚分
○塩  少々／酢  少々／木の芽／米  3合
○合わせ酢  120cc分
　（市販の寿司酢でOK）
※120cc は米 3 合に対する量です。合わ

せ酢を作って残ったら、冷蔵庫で保存し
て下さい。

【合わせ酢を作るときの分量】
　・砂糖���������� 100g
　・酢�����������120cc
　・塩������������ 25g

はまさんの台所
   第3回

夏でもサッパリ・祝いの席で

サワラの手
た づ な
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このコーナーでは、大槌湾、三陸沿岸域の食素材を使った料理を提案していきます。


